
■ 事後評価（社会資本総合整備計画）

丸亀市における浄化センター再構築による
安全・安心な下水道づくり

丸亀市

資料－１１





丸亀市における浄化センター再構築による安全・安心な下水道づくり

平成28年度　～　令和2年度　（5年間）

１．事業効果の発現状況　　　：一定の効果があった　(　十分な効果があった　・　効果がなかった　)

①丸亀市浄化センターの再構築による整備率を0％（H28当初）～21％（R2末）に向上させる。
②丸亀市の下水処理人口普及率を44％（H28当初）～46％（R2末）に向上させる。

（H28当初） （H30末） （R2末）
①丸亀市浄化センターの再構築による整備率 目標値： 0% 4% 21%
　　再構築により整備が図れた施設数（施設）／再構築により整備が必要な施設数（施設） 達成値： 17% 81.0%

②下水道処理人口普及率（％） 目標値： 44% 45% 46%

　　＝下水道を利用できる人口（人）／総人口（人） 達成値： 45% 50.0%

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 各年度事業費 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2

合計 8,038 7,707 100.0%

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 各年度事業費 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

要素事業の事業進捗

　　概ね計画通り進捗　(　計画通り進捗　・　進捗が不十分)

　丸亀市浄化センター再構築事業については、施工区域に廃棄されていた産業廃棄物の処分に期間を要したが、概ね計画通り進捗している。
　管渠新設については、概ね計画通り進捗している。

0
0

（面積等）
0

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

各年度事業費 全体事業費
（百万円）

0
0
0

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

0

全体事業費
（百万円）

0
0

（延長・面積等）
番号 費用便益比事業者 要素となる事業名

事業内容
市町村名

各年度事業費 全体事業費
（百万円）

飯山・綾歌処理分区農集接続
事業計画変更，実施設計　接続工
事L＝4.2km

丸亀市 15 15 100.0%

丸亀市 汚水 新設
今津，清水，中府，土器，飯山第2，第3，第
4，第5，第6処理分区，綾歌第1，第2-1，第2-
2，第3，第4，第6-1，第6-2処理分区

管渠新設　L=5.3km 丸亀市

A07-003 下水道 一般 丸亀市 直接

427 427 100.0%

丸亀市 汚水 新設

A07-002 下水道 一般 丸亀市 直接

7,596 7,265 95.6% 産業廃棄物の処分に期間を要したため丸亀市 汚水 新設 丸亀市浄化センター再構築事業
基本設計，用地取得，実施設計，
再構築工事

丸亀市A07-001 下水道 一般 丸亀市 直接

実施事業費
（百万円）（事業箇所）

事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
8,038百万円 Ａ 8,038百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 百万円 0.0%

進捗率
（事業費ベース）

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　　　　　事後評価書 令和2年11月11日
計画の名称

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の期間 交付対象 丸亀市
計画の目標

丸亀市浄化センターの再構築により下水道施設の安定を図り、地域の安全・安心を創出するとともに、瀬戸内海をはじめとした公共用水域の水環境を保全する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

丸亀市浄化センター再構築事業については、整備が必要な47施設のうち、８施設を整備し、施設の安定化が図れた。
管渠新設については、3.7kmを敷設し、供用開始面積が24.5ha増加したことにより、公共用水域の水質保全に寄与した。しかし、下水道処理人口普及率は、供用開始区域内人口の減少により計画当初の平成28年度と比べて微増となっている。

達成率 備考

95.9%

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
7,707百万円 Ａ 7,707百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 百万円 Ｄ 百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ｄ 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
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　管渠新設は、引き続き実施し、下水道事業計画区域のうち未整備区域の早期完成に向け、整備を進める。

２．今後の方針

　継続　(　計画見直し　・　完了　)

　丸亀市浄化センター再構築事業は、進捗が遅れているが、要因である産廃処分が完了したので、今後は徐々に後れを取り戻しつつ、計画通りスムーズな施工を図る。
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